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<コ「海外ビームラインj シリーズじ>

Daresbury Laboratory からの手紙

高橋尚志 (University of York*) 

皆さんこんにちは。 Daresbury からお便りします。私は

正式には York 大学に所罵しているのですが，普段は

Leeds 大学にいまして， Daresbury Lab. (DL) に頻繁に行

き来しています。

DL へ行くには，車なら南北方向からは M6 (Motor 

way つまり高速道路 6 号線といったところでしょうか。

ちなみにただで、すよ。)や，私の家のある Yorkshire 方面

からの M62で Manchester あたりまで行き， M56に乗り

換えて11番 ]unction (インターチェンジ)まで行けば後

は 3 分も走れば着きます。空からは， Manchester 空港か

らタクシーで30"-'40分ほど(以前ユーザーとしてこちら

に来た持，空港からタクシーの送追付きで驚きました) , 

鉄道の場合は Warrington の駅から車で15分ほどです。

Daresbury r村」は周りに全く何もないところで，民家が

少々と一件のパブ。私たちの仲間内では， I村J とか「収

容所J と呼んだりしています。そう，イギリスではどんな

辺部なところへ行っても，必ずパフがあるので，ノンベさ

んにはうれしい限りです。

脱線気味な話を元に戻しまして， DL に向かうとしまし

ょう。 DL に近づくと，目の前に一本の巨大なキノコみた

いなものが見えてきます。これがかの有名な(?)Daresbuｭ

ry Tower です。その昔は高エネ物理実験に使われた垂誼

型の加速器の塔だったのですが，当時国内のメインユーザ

ーが 2 グ、ループだけだったそうで，また，巨額の運転資

金がかかったりするので，おりしもイギリス経済が不景気

にあえいでいたこともあって閉鎖されてしまったそうで

す。じゃ，なぜ今もあるの? そのままの糞聞を私もしま

したところ，私のボス日く， I壊すのにも大金がかかるん

だよ。 J と，なるほど。それだけが理由でもないでしょう

けど，説得力あります。 Tower の下の方は研究室と会議

室に使われていますし，てっぺんは電話だか何かのアンテ

ナがのつかっています。 DL の入り口には守衛室があっ

て，構内に入る全ての人はここで ID カードを提示しま

す。何度も足繁く通うとそのうち覚えてくれまして，最近

は顔を見せると，早速世間話のトラップにヲ!っかかってし

まいます。そこから解放されると，自の前に見えるのが，

これこそ訳のわからんものですが，妙なトリさんもどきが

あなたを迎えてくれます。構丙はいくつかの四角い建物が
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写真 1 入口正面にいる何か不思議なトリさん。

あって，奥の方のひときわ大きいのが実験ステーションの

並んでいるところです。ここ DL のビームはエネルギー

2GeV で，リングには16個の Bending Magnets と 3 個の

Insertion Devices (2 Wigglers と 1 Undulator) があり，

去々-一。これは私のったない説明を続けるよりは， Web 

Page をご覧になっていただく方が良いでしょう。 DL の

註ome Page のアドレスは， http://srs.dl.ac.uk です。

さて私たちは ST1.2 (ステーション1.2の意味)へ向か

います。このステーションは高エネルギー Mott Detector 

を持っていて，スピン分解光電子分光実験を行えます。

DL のリング自体もですが，このビームラインも大変良く

「枯れて」いて，真空の状態は大変良いのです。が，ただ，

枯れて欲しくないところまで枯れ始めていまして，最近あ

ちこち故障しがちで国っています。ここを使い始めて感心

させられたことがあります。安全対策がとてもしっかりし

ているということです。例えば，初めに安全講習のビデオ

を見てからでなければ，実験に取りかかつてはだめだと

か， Station Master のレクチャーを最初に受けなければな

らないとか，いくつか決まり事があります。また細かいと

ころでも，例えばいい加減な配線結線は許されません。あ

る時， E-beam evaporator のフィラメント用と HT 用の 2

つの電源を調達してきて使おうとしたら，安全上の理由で

専用の電源しか許可できないと言われました。「安全のた

めにJ という言葉はいくら強調しても強調しすぎるという
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ことはありません。ここでは何ごとをするにも必ず安全上

の対策をまず第一に考えていて，意識するにせよしないに

せよ結果的に軽視していた私は大いに学ばされました。そ

う， このステーションに行きますと，かの Mott 先生がそ

の最晩年に初めて Mott Detector を備えたこのステーショ

ンを訪れられた時の写真があります。彼の1930年頃の論

文が何十年もたってようやく現実のものとなったわけで，

設と開発に当たった研究者技術者の感慨はひとしおだった

そうです。現在 DL には，スピン検出器がこの Mott と，

20keV の Microふ!1ott とがありまして，後者の方は主に

ST5U.1 (ステーション@アンジュレータ 5.1) で使用して

います。さらに最近開発されたスピン軌道相互作用型

(Mott 型)と交換相互作用型の両方を一つの検出器に備え

た Hybrid Polarimeter が最終試験に入っていまして，近

い将来導入される予定です。

さあ，そろそろお腹が空きました。食堂へ向かうとしま

しょう。実はこの話題はあまり触れたくないものなのです

が，何かものを食べなきゃ生きていけませんからしょうが

ない。 DL に限らず，この謹の施設の長期滞在ユーザーに

とって，唯一の人間らしい楽しみが食事なのですが，うー

ん，イギリス人は食事に関しではあきらめているようで

す。ほとんど義務感から Chips (つまり，日本で手に入る

フライドポテトを数倍太くしたようなもの)を摘んでいる

だけ，あるいは，サンドイツチをほうばるだけ，といった

光景がよく見られます。一応肉魚、は毎日出るのですが，さ

すがに 1 週間もすれば飽きてしまって。誰かが「食は文

化だJ と言いましたが，こちらでは「食は生存(の為)だJ

になってしまいます。あ，念のため，勿論ここの食事をこ

よなく愛している方も(極まれに)いらっしゃるので，好

きずきということですね。

食事を済ませて，実験も精いっぱいした後は，宿で一休

みです。構内から一本のけもの道のような帝国い道を 3 分

ほど登っていくと Hostel につきます。この宿に関しては，

うるさい我々一派も満足しています。毎日ベッドメイキン

グしてくれますし，いつもきれいにされていて，とても気

持ちがいいです。朝食はこの Hostel でいただくのですが，

いわゆる English Breakfast が楽しめます。ユーザーはこ

のすばらしい朝食付きの宿を手に入れることができますの

で，普段余り朝食に力の入らない私もお腹一杯になるまで

摂ってしまいます。ただし，部屋数に限りがありますの

で，早めの予約が必要でしょう。もし万が一あぶれてしま

えば，車で10分ほどのホテルに凹されてしまいます。決

して悪いホテルではないですしタクシーの送迎もつきま

すが，遠いですので何かと不便になってしまいます。

まだ何か大事なことが足りないのではないか，とおっし

ゃるあなた，ご安心を。とても充実した図書室があり，大

概の論文は手に入りますので，実験の空き時間ができた持

などは訪れてみてはいかがでしょうか。え? これは大変

失礼しました。我らが「村jにもちゃんとパブがあります。
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写真 2 これが DL 名物 Tower です。

実はこのパブ，住民人口の割には極端に大きいようです。

理由は極めて単純，多くの DL ユーザーがこのパブに夜な

夜な集い，とても高尚な学問の話からちょっとここ

けない高尚じゃない話までで盛り上がっています。手頃な

値段で食事もできますので，気軽に行けるのがうれしいで

す。ビール l パイント (1 pint=568 ml， 中ジョッキより

少し大きいでしょうか) 2 ポンド弱ほどで，特に安くもな

く高くもない微妙な値段なのですが，この圏でよく飲まれ

ている典型的なピターと呼ばれるタイプは，ビールそのも

のにコクがあって味わい深い(ビール会社の宣伝文句みた

いですが)，この国独特のものです。これがとてもうまい。

そしてどこかの国のビアガーデンでのインチキ中ジョッキ

のようじゃなくって，泡じゃない「ビールJ の方をきっち

り l パイント入れてくれます。うれしいですね。昼夜を

問わない実験の合間に，たまにちょっと時間を見つけてこ

のパフ]こ行くのが，出家僧のような生活を余儀なくされる

我々ユーザーの，憩いのひとときです。パブでは，一緒に

行った人とや，お隣さんになった人と話さなければなりま

せんね。有り難いことに DL 関係者は概してとてもきれい

な標準イギリス英語を使ってくれます。でも問題は，現地

人と話をする時です。初めの頃はよほど注意していても，

よく開き取れませんでした。 London 標準語からは大分な

まった Lancashire 語で，例えば「ほげほげ，もによもに

よ(仮の London 語)J が「ほぎやえはぎやえ，むゅおー

にゆおむゅおーにゆおJ となってしまいます。まあ，イギ

リス人でも他の地方の出身者には難しいそうですから，解

らなくてもしょうがないでしょうね。別の言語を持つスコ

ットランドやウエールスキ出身の人は，小さい頃から標準語

の訓練もされるので，皆さんとてもきれいな英語を使いま

す。しかしイングランドのここ Lancashire や，私の住ん

でいる Yorkshire ではそのようなことがないので，自分

のしゃべる言葉が英語だと囲く信じている人の言っている

ことを理解するのは大変です。

それはともかくとして，イギリス人と話をするのはとて

も楽しいことです。彼らはどんな時でもジョークを忘れま
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せん。そのジョークというのが，良く言えばじんわりと味

のある，悪く言ってしまえば，なんとも自虐的な皮肉とい

ったものなのですが，これを随所に織り交ぜて話をしま

す。あ，そうです，忘れてならないことの一つに，イギリ

ス人はヨー口ッパ人ではなくイギリス人なのだということ

です。彼らはよくヨーロッパ(つまり大陸)とイギリスを

比較してものを語ります。「あなたヨーロッパ人 ?J と聞

いたら， Iノー」と言ってから，イングランド人だよとか

ブリティッシュだよと答えます。この国がなかなかユーロ

に通貨統合しないわけですね。話をしていて，ちょっと話

題に思ったらどうするか。天気の話題があるから問題あり

ません。毎日天気の話をしても，いっこうに飽きる様子を

見せません。イギリスの天気は，よく語られるように「一

日の中に四季がある」ほど，自まぐるしく変わります。海

洋性の気候なので短時間での変化に富んでいるのですが，

またそのため，曇りがちで，よく雨が降ります。去年は特

にそれがひどくて， I夏J と呼べる日が全くありませんで

した。そうそう，今年は日食がありましたが，その日はあ

いにくの，これまたいつものように曇り空だったのです

が，雲が適度の厚みを持っていたので，直接日食の様子を

肉眼で見ることができました。何が幸いするか分かりませ

んね。

この手紙を書いている現在， DIAMOND (新リング)
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の場所をどこにするかがまだ決まっていませんが，たとえ

それがどこかよその場所になるとしても，ビームが出るま

では相当時間がかかりますので，最低その時まで DL は

SR を使った研究のイギリスでの中心地，そして世界でも

有数の研究所としての地位を保ち続けることでしょう。日

本の皆さんも，訪れる機会が頻繁にあるのではないかと思

われます。その時は，結局脱線し続けたこの手紙を参考に

(ならんかなあ? )，イギリス滞在をエンジョイしてくださ

し \0

では，ごきげんよう。

追伸

編集委員の田中慎一郎様，この手紙を書く機会を与えて

いただきまして，ありがとうございました。いろいろd情幸長

を提供してくださった私のボス， Prof. James A. D. Matｭ

thew (York) , Prof. Denis Greig (Leeds) ，及び DL の Dr.

Elaine Seddon に感謝いたします。

追々伸

文中でのヨタ話的な中身につきましては，全て私の個人

的な取材と個人的な見解からなっております。もし誤りや

誤解がありましたらお許しいただきたいと思います。
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